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診療報酬改善と保険で良い歯科求めて③

社会保障の負担増に反対
立
憲
・
尾
辻
か
な
子
議
員

高
額
療
養
費
触
る
べ
き
で
な
い

ま
で
介
護
福
祉
士
を
し
て
お

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る

現
場
の
混
乱
は
承
知
し
て
い

る
」
と
し
、
保
険
者
の
責
任

で
保
険
証
を
被
保
険
者
に
届

け
る
べ
き
だ
と
し
た
。
ま
た

尾
辻
議
員
は
高
額
療
養
費
の

限
度
額
引
き
上
げ
に
触
れ
、

「
私
た
ち
は
、
社
会
保
障
の

負
担
増
に
反
対
の
立
場
を
取

っ
て
き
た
が
、
中
で
も
高
額

療
養
費
だ
け
は
絶
対
に
触
っ

て
は
い
け
な
い
。
負

担
に
し
っ
か
り
天
井

が
あ
る
こ
と
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と

負
担
増
へ
の
反
対
の

立
場
を
改
め
て
表
明

し
た
。

　「保険でより良い歯科医療を求め
る」請願署名が日々協会に届き、「ひ
とこと欄」にもコメントが寄せられて
います。安全性が確認され、多くの国
民が必要とする医療は保険で受診でき
るようにする必要があります。一方で
政府は、医療費削減のために医薬品を
一部保険から外し、高額療養費の患者
負担を重くする見直しを進めていま
す。今こそ「保険でよい歯科医療を求
める」取り組みが一層、求められてい
ます。署名へのご協力をお願いします。

　

協
会
は
１
月
20
日
、
立
憲

民
主
党
の
尾
辻
か
な
こ
衆
院

議
員
（
写
真
・
左
）
と
府
内

で
小
澤
理
事
長
と
和
田
事
務

局
長
が
懇
談
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
か
ら
、
保
険

証
廃
止
を
め
ぐ
る
問
題
や
高

額
療
養
費
の
限
度
額
引
き
上

げ
、
長
期
収
載
の
先
発
品
の

差
額
徴
収
問
題
に
つ
い
て
議

員
の
考
え
を
尋
ね
た
。
尾
辻

議
員
は
、「
私
は
昨
年
９
月

不
安
定
雇
用
や

不
安
定
雇
用
や

収
入
減

収
入
減

　

森
氏
は
「
経
済
的
理
由
に

よ
る
受
診
抑
制
」
が
人
権
と

し
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
点

を
指
摘
し
た
。
現
在
、
現
役

世
代
は
３
割
負
担
が
主
だ

が
、
保
険
料
の
納
付
負
担
分

を
加
味
す
れ
ば
医
療
費
の
４

割
を
負
担
し
て
い
る
と
説

明
。
重
す
ぎ
る
負
担
が
国
民

生
活
を
逼
迫
さ
せ
て
お
り
、

「
非
正
規
雇
用
や
、
正
規
雇

用
で
も
ひ
と
た
び
収
入
減
に

な
れ
ば
、
重
症
化
し
て
手
遅

れ
を
招
く
」
状
況
だ
と
危
機

感
を
強
調
し
た
。

様
々
な
阻
害
要
因

様
々
な
阻
害
要
因

　

さ
ら
に
森
氏
は
、
へ
き
地

な
ど
地
理
的
な
理
由
の
ほ

か
、
病
床
数
、
医
師
・
歯
科

医
師
数
な
ど
医
療
資
源
の
問

題
も
指
摘
し
な
が
ら
、
孤

独
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
、
高
齢
、

障
害
、
外
国
人
な
ど
医
療
ア

ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ
る
様
々

な
要
因
が
横
た
わ
っ
て
い
る

現
状
を
指
摘
し
た
。

　

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
今

後
機
関
紙
で
引
き
続
き
紹
介

す
る
。

　

１
月
下
旬
、

私
の
住
む
町
で

市
議
会
議
員
選

挙
が

行

わ
れ

た
。
毎
度
の
事
だ
が
今
回
も

市
役
所
に
出
向
き
、
期
日
前

投
票
で
投
票
を
済
ま
せ
た
。

話
は
逸
れ
る
が
、
文
房
具
に

多
少
関
心
の
あ
る
私
に
と
っ

て
、
投
票
用
紙
の
紙
質
は
ペ

ン
先
の
掛
か
り
具
合
が
よ

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
の
に

滑
ら
ず
、
少
し
ク
ッ
シ
ョ
ン

も
き
い
て
い
て
非
常
に
書
き

易
い
。
日
常
こ
の
様
な
紙
を

見
つ
け
る
事
は
難
し
く
、
あ

る
意
味
こ
の
書
き
心
地
を
経

験
出
来
る
の
は
有
権
者
の
特

権
だ
と
思
っ
て
い
る
。
投
票

に
行
か
な
い
人
、

勿
体
無

い
。

　

閑
話
休
題
。
無
事
に
投
票

が
済
め
ば
、
市
役
所
近
く
の

ス
ペ
イ
ン
バ
ル
で
祝
杯
を
挙

げ
る
。
祝
杯
!?
先
人
が
勝
ち

得
て
後
世
（
現
代
）
に
残
し

て
く
れ
た
、
普
通
選
挙
制
度

へ
の
感
謝
と
、
今
後
の
政
治

参
加
に
対
し
て
で
あ
る
。

　

後
者
に
関
し
て
私
の
理
解

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
無
効
票
と

投
票
棄
権
は
、
未
来
に
対
す

る
白
紙
委
任
（
ど
う
な
っ
て

も
文
句
が
言
え
な
い
）
で
あ

り
、
有
効
票
を
投
じ
て
こ
そ

意
見
も
文
句
も
言
え
る
…
。

　

ま
っ
、
と
り
あ
え
ず
参
院

選
に
行
き
ま
し
ょ
！
（
Ｓ
）

　

協
会
は
２
月
１
日
大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
会
館
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
、「
弁
護
士
か
ら
見
た
、
患
者
の
受
診
機
会

の
保
障
―
医
療
ア
ク
セ
ス
と
経
済
的
負
担
―
」
と
題
し
、

日
弁
連
貧
困
問
題
対
策
本
部
事
務
局
次
長
の
森
弘
典
弁
護

士
を
講
師
に
会
員
学
習
会
を
開
催
し
た
。
理
事
、
会
員
な

ど
30
人
が
参
加
し
た
。

会員学習会「人権としての医療アクセス」を開催

重症化し手遅れ招く

歯　

科

衛
生
士

雇
用
の
ハ
ー
ド
ル
高
い

理
事
長　

小
澤　

力

職
場
の
変
更

職
場
の
変
更

経
験
あ
り

経
験
あ
り
6464
％％

　

歯
科
衛
生
士
の
う
ち
職
場

の
変
更
経
験
の
あ
る
者
は
64

％
に
の
ぼ
る
。
そ
の
理
由
の

上
位
４
つ
は
結
婚
や
出
産
・

育
児
で
は
な
く
、
経
営
者
と

の
人
間
関
係
、
給
与
・

待

遇
、
仕
事
内
容
、
勤
務
形
態

・
勤
務
時
間
で
あ
る
。

　

歯
科
衛
生
士
の
初
年
度
給

与
は
、
２
０
１
０
年
に
比
べ

る
と
２
０
１
７
年
時
点
で
約

２
万
円
上
が
っ
て
お
り
、
同

時
期
の
大
卒
の
大
企
業
に
勤

め
た
男
女
の
上
げ
幅
９
０
０

０
円
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。
厚
労
省
の
「
令
和
４
年

（
２
０
２
２
年
）
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査
」
に
よ
る

と
、
歯
科
衛
生
士
の
平
均
給

与
は
27
・
８
万
円
。
手
取
り

は
そ
の
75
〜
85
％
で
あ
る
。

　

歯
科
診
療
所
に
お
け
る
歯

科
衛
生
士
が
果
た
す
役
割
の

重
要
性
に
つ
い
て
は
今
更
述

べ
る
必
要
は
な
い
が
、
歯
科

診
療
所
が
歯
科
衛
生
士
を
雇

用
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に

高
い
も
の
が
あ
る
。

低
歯
科
医
療
費
に
よ
り

低
歯
科
医
療
費
に
よ
り

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い

　

給
与
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
労

働
基
準
法
に
則
っ
た
労
働
契

約
書
は
も
と
よ
り
、
労
働
時

間
、
各
種
社
会
保
険
へ
の
加

入
、
有
給
休
暇
、
人
間
関
係

も
含
め
た
職
場
環
境
の
整

備
、
技
術
向
上
、
認
定
歯
科

衛
生
士
取
得
も
含
め
、
研
修

会
等
へ
の
参
加
の
補
償
な
ど

が
必
要
と
な
る
。
人
を
雇
用

す
る
上
で
は
当
然
の
こ
と
だ

が
こ
の
よ
う
な
体
制
を
整
え

る
に
は
診
療
報
酬
も
含
め
、

歯
科
医
療
費
の
総
枠
が
余
り

に
も
低
す
ぎ
て
、
歯
科
衛
生

士
の
期
待
に
添
い
き
れ
な
い

診
療
所
が
圧
倒
的
に
多
い
の

が
現
実
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、

見
て
き
た
よ
う

に
、
歯
科
提
供
体
制
の
か
な

め
で
あ
る
、
歯
科
医
師
、
歯

科
技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
、

ス
タ
ッ
フ
が
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
が
急
務
だ
。

総
枠
拡
大
と
保
険
で

総
枠
拡
大
と
保
険
で

良
い
歯
科
を
両
輪
で

良
い
歯
科
を
両
輪
で

　

私
た
ち
の
も
う
一
つ
の
大

き
な
課
題
は
、
歯
科
医
療
を

必
要
と
す
る
人
は
誰
も
が
、

お
金
の
心
配
な
く
、
歯
科
受

診
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
だ
。
低
賃
金
、
諸
物
価
高

騰
で
国
民
生
活
は
非
常
に
厳

し
い
。

　

そ
も
そ
も
、
歯
科
医
療
費

の
総
枠
を
拡
大
し
て
「
歯
科

医
療
提
供
体
制
の
充
実
」
を

す
る
目
的
は
歯
科
医
療
を
必

要
と
す
る
全
て
の
人
に
「
公

的
医
療
保
険
」
で
安
心
し
て

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
受
け

る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
で

あ
る
。
改
め
て
私
た
ち
の
運

動
の
二
本
足
で
あ
る
「
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
」
と
、

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
」
こ
と
、
「
窓
口
負

担
軽
減
」
を
目
指
す
こ
と
を

確
認
し
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。（

お
わ
り
）

い
て
考
え
た
い
。

　

就
業
し
た
歯
科
衛
生
士
の

動
向
に
つ
い
て
見
る
と
、
歯

科
衛
生
士
の
免
許
保
有
者
約

30
万
人
の
う
ち
、
就
業
者
数

は
約
14
万
人
で
あ
る
。
就
業

歯
科
衛
生
士
数
は
２
０
１
７

年
に
11
万
人
を
超
え
増
加
し

て
い
る
。
歯
科
衛
生
士
の
就

業
場
所
は
90
・
９
％
が
診
療

所
だ
が
、
１
診
療
所
当
た
り

の
平
均
歯
科
衛
生
士
数
は
、

１
・
５
〜
１
・
６
人
と
ほ
と

ん
ど
増
え
て
い
な
い
。
歯
科

医
療
提
供
体
制
で
、
唯
一
増

加
し
て
い
る
の
は
就
業
歯
科

衛
生
士
数
だ
け
だ
が
、
必
要

な
人
数
を
確
保
で
き
な
い
と

の
声
が
多
く
の
先
生
方
か
ら

上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
診
療
報
酬
上
、
歯
科
衛

生
士
の
雇
用
が
歯
科
診
療
所

の
経
済
的
側
面
に
寄
与
す
る

面
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と

と
、
歯
科
衛
生
士
の
就
業
動

向
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

必
要
な
人
数
を

必
要
な
人
数
を

確
保
で
き
な
い

確
保
で
き
な
い

　

最
後
は
歯
科
衛
生
士
に
つ

　

２
０
２
４
年
10
月
27
日
、
東
京
都
内
で
保
団

連
が
主
催
し
た
歯
科
全
国
交
流
会
が
開
か
れ

た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
、
大
阪
歯
科
協
会
の
小

澤
力
理
事
長
が
保
団
連
副
会
長
と
し
て
講
演
し

た
。
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
最
終
回
）

歯科医療を守れ
⑤

Ｍ＆Ｄホールは変わりません。
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〒556-0021　大阪市浪速区 
幸町2-2-20　清光ビル４階
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事務所を移転しました。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

保険で良い歯科署名

＼現在1786筆／
協力数、日々更新中

さらなる署名へのご協力をお願いします

森弘典弁護士＝２月１日、
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